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蛍光相関分光法を用いたグルコースの高感度測定
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1.日的

生体内微量成分の分析､環境物質の測定などにおいて､過酸化水素 (H202) を高

感度測定できることは重要である｡例えば､測定対象に対応するオキシダーゼの

触媒反応によって生成する微量の H202が検出できれば､測定対象分子の微量定量

が可能となる｡一方で､蛍光相関分光法 (FCS)は微量の分子を定量できる｡今回

は蛍光相関分光法を用いた H202ならびにグルコースの高感度定量法について報告

する｡

2.方法

蛍光相関分光法において､蛍光のゆらぎの程度は､蛍光分子の体積と数に依存

する｡H202とホースラディッシュペルオキシダーゼ (HRP)との反応を利用してタ

ンパク質を蛍光ラベルすれば､蛍光ラベルされたタンパク質とフリーの状態の蛍

光分子とを､分光学上､分けることができる｡その結果､蛍光ラベルされたタン

パク質の数を求めることができる｡

3.結果と考察

市販の高感度測定方法 (AmplexRed)を用いた場合よりも､H202で1桁､グルコ
ースならば2桁以上高感度で測定ができた｡一方でこの高感度化は､サンプルの

必要量の低減､例えば血祭ならばわずか 20nLだけで測定可能であることを示し

ており､患者に優しい検査法を提供できるようになると考えている｡


